
平成２５年１１月１３日（水） 第１１４７号 

岩手県建設技術協会岩泉土木支会１３名が 
田老第６トンネルの工事現場を見学 

 平成２５年１１月１２日（火）、岩手県建設技術協会岩泉土木支会１３名の皆さんが、
三陸沿岸道路「宮古田老道路」の田老第６トンネル（延長２９４ｍ）工事現場を見学しま
した。 
 実際にトンネルの中に入ってトンネル工事の様子を間近で見学してもらい、参加した 
職員からは、「工事で発生した濁水の処理は？」（回答：ポンプで汲み上げ濁水処理施設
できれいにしてから川へ放流）や「土かぶり（地表面からトンネル上部までの厚さ）
は？」（回答：最大３３ｍ）など、積極的に質問が出され、トンネル工事に対する関心の
高さがうかがえました。  

▲小滝建設監督官が工事概要を説明 ▲トンネル工事現場を間近で見学 

 三陸沿岸道路「宮古田老道路」は、宮古市松山から宮古市田老を結ぶ、約２１ｋｍの
自動車専用道路です。 
 現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により救援物資の輸送拠点となる久慈港と宮古市間のアクセス性向上、救急医療
施設への速達性向上等の効果が期待されます。 
 また、田老第６トンネルは、三陸沿岸道路（仙台市～八戸市）の平成２３年度第３次
補正予算による新規事業化区間（１１区間１４８ｋｍ）で初めて着手したトンネル工事
です。 

 ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路  「宮古田老道路」 
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